
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 52
問題あり： 6件
要確認： 4件
問題なし： 42件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

記載内容： 「逢坂誠二（おおさか せいじ）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia、立憲民主党公式サイト等で読み仮名が一致

記載内容： 「北海道8区選出、当選6回」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 2024年総選挙で6回目の当選を果たしたことが複数の報道で確認

記載内容： 「立憲民主党所属」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia、立憲民主党公式サイト等で確認

記載内容： 「ニセコ町」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 複数の情報源で出身地として確認

2. 数値情報  

記載内容： 「1959年4月24日生まれ」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia等複数の信頼できる情報源で一致

記載内容： 「35歳で全国最年少のニセコ町長に初当選し（1994年）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia、本人公式サイト等で確認

記載内容： 「2019年に政調会長、2021年から2024年まで代表代行」
検証結果： ✗誤り
正しい情報： 政調会長は2019年1月就任は正確。代表代行は2021年に就任したが2024年9月に退任
根拠・出典： Wikipedia「2024年9月の立憲民主党代表選挙では...その後の党役員人事で逢坂は党代表代行を退任し
た」

記載内容： 「在職約14年」
検証結果： ✗誤り
正しい情報： 2005年初当選で一度落選期間があるため、実際の在職期間は約16-17年
根拠・出典： Wikipedia：2005年初当選、2012年落選、2014年復帰、現在まで

記載内容： 「発言回数は約264回にのぼり、発言文字数は累計145万字超」
検証結果： △要確認
理由： 国会議員白書等では具体的な数値が見つからず、元の資料の確認が必要
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記載内容： 「発言回数順位が283位、発言量順位が192位」
検証結果： △要確認
理由： 元の資料での確認が必要

3. その他の重要な事実関係  

記載内容： 「立憲民主党では2019年に政調会長（政策責任者）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia「2019年1月28日、立憲民主党の政調会長に就任」

記載内容： 「2025年6月、野党6党共同で刑事訴訟法等の改正案（再審法改正案）を衆議院に提出」
検証結果： ✓正確
根拠・出

典： 立憲民主党公式サイト「立憲民主党は6月18日、『再審法改正案』を...6党共同で衆院に提出しました」

記載内容： 「当選6回」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 複数の報道で2024年総選挙での6回目当選が確認

記載内容： 「2005年の総選挙で国政初当選」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia等で確認

記載内容： 「2012年の政権交代で一時議席を失いますが、2014年に国政復帰」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipedia等で確認

記載内容： 「立憲民主党現在の期数表記」
検証結果： ✗誤り
正しい情報： 記事では「当選6回」としているが、立憲民主党公式サイトでは「5期」と表記（2024年選挙前の情
報）

根拠・出典： 立憲民主党公式サイトでは「衆議院議員 5期」と表記

改善提案  

修正が必要な箇所の一覧  

1. 代表代行の任期表記: 「2021年から2024年まで代表代行」→「2021年から2024年9月まで代表代行」

2. 在職期間の計算: 「在職約14年」→「在職約16-17年」または具体的な期間の再計算

3. 期数表記の統一: 立憲民主党公式サイトとの整合性を図る

追加確認が推奨される情報  

1. 国会発言統計: 「発言回数約264回、発言文字数累計145万字超」の具体的な出典確認

2. 発言ランキング: 「発言回数順位283位、発言量順位192位」の根拠資料確認

3. 政策実現状況: 児童手当拡充等の政策について、逢坂議員の具体的な貢献度の検証

4. SNSフォロワー数: 「約7万5千人」の最新数値確認
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全体的な評価  

記事の大部分は正確な情報に基づいており、特に基本的なプロフィール情報、経歴、主要な政治活動については信

頼性が高い。ただし、一部の数値データや任期情報については最新の情報への更新と、より具体的な出典の明記が

必要である。
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